
　
旭
川
の
始
ま
り

　
明
治
18
年
、
司
法
大
輔
で
あ
っ
た
岩

村
通
俊
ら
は
、
近
文
山
か
ら
国
見
を
行

い
、
上
川
原
野
の
開
発
に
可
能
性
を
見

い
だ
し
、
上
川
に
離
宮
の
設
置
を
建
議

し
ま
し
た
。
設
置
は
実
現
し
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
明
治
23
年
に
旭
川
・
神
居
・

永
山
の
3
村
が
置
か
れ
、
翌
年
か
ら
屯

田
兵
に
よ
る
開
拓
が
進
み
、
本
市
の
米

作
り
の
歴
史
が
始
ま
り
ま
す
。
寒
冷
地

で
の
稲
作
は
不
適
と
い
わ
れ
る
中
、
先

人
た
ち
の
不
屈
の
精
神
に
よ
り
、
今
日

の
基
幹
産
業
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
大
雪
山
系
の
豊
富
な
伏
流
水
と
寒

暖
差
に
恵
ま
れ
た
環
境
は
、
酒
造
業
の

創
業
を
後
押
し
し
、
職
人
た
ち
の
努
力

に
よ
っ
て
、
旭
川
は
「
北
海
の
灘
」
と

呼
ば
れ
る
ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。

　
明
治
30
年
代
、
鉄
道
が
開
通
し
、
第

七
師
団
司
令
部
が
札
幌
か
ら
旭
川
に
移

駐
す
る
と
、
人
の
往
来
が
急
増
。
様
々

な
需
要
が
生
ま
れ
て
商
工
業
が
発
展
し
、

明
治
33
年
に
旭
川
町
と
な
り
、
大
正
３

年
に
札
幌
、
小
樽
、
函
館
に
次
い
で
４

番
目
に
旭
川
区
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
で
、
自
然
と
共
存
す
る
独
自
の

文
化
を
築
い
て
き
た
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち

は
、
明
治
政
府
の
同
化
政
策
に
よ
る
貧

困
や
差
別
に
苦
し
み
な
が
ら
も
、
民
族

と
し
て
の
誇
り
を
持
ち
続
け
て
き
ま
し

た
。

　
市
制
施
行
か
ら
戦
時
体
制
ま
で

　
今
か
ら
１
０
０
年
前
の
大
正
11
年
、

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
氷
点
』
の
作
家
・
三

浦
綾
子
が
誕
生
し
ま
し
た
。
同
年
8
月

1
日
、
旭
川
は
札
幌
・
函
館
・
小
樽
・

室
蘭
・
釧
路
と
共
に
、
市
制
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　
鉄
道
網
の
充
実
に
伴
い
旭
川
商
圏
が

拡
大
。
大
正
12
年
、
稚
内
と
樺
太
（
現

サ
ハ
リ
ン
）
の
連
絡
航
路
が
開
通
す
る

と
樺
太
と
の
交
易
が
盛
ん
に
な
り
、
運

送
業
や
卸
売
業
が
発
展
し
ま
し
た
。

　
旭
川
駅
前
か
ら
第
七
師
団
に
向
か
う

道
路
は
「
師
団
通
」
と
呼
ば
れ
、
旅
館

・
菓
子
商
・
呉
服
店
な
ど
の
小
売
店
の

他
、
「
佐
々
木
座
」
や
「
神
田
館
」
と

い
っ
た
劇
場
や
活
動
写
真
館
が
建
ち
並

び
、
商
店
街
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
す

ず
ら
ん
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
街
灯
が
、
４

条
通
を
は
じ
め
１
条
通
か
ら
６
条
通
に

次
々
と
設
置
さ
れ
、
旭
川
の
名
物
と
し

て
夜
景
に
詩
情
を
添
え
ま
し
た
。

　
昭
和
４
年
６
月
、
戦
没
者
慰
霊
に
合

わ
せ
、
10
団
体
約
２
０
０
人
が
参
加
し

て
第
１
回
慰
霊
音
楽
大
行
進
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
駅
前
か
ら
師
団
通
を
通
っ

て
招
魂
社
（
現
護
国
神
社
）
ま
で
パ
レ

ー
ド
し
、
多
く
の
市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。
今
で
は
北
海
道
音
楽
大
行
進
と

改
称
さ
れ
、
道
内
最
大
の
音
楽
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
人
口
が
増
え
、
都
市
機
能
の
整
備
が

進
む
中
、
旭
川
は
水
害
に
悩
ま
さ
れ
て

お
り
、
治
水
工
事
が
不
可
欠
で
し
た
。

昭
和
５
年
に
牛
朱
別
川
の
切
り
替
え
工

事
が
始
ま
り
、
埋
め
立
て
地
に
は
常
磐

公
園
や
ロ
ー
タ
リ
ー
が
整
備
さ
れ
、
昭

和
７
年
、
旭
橋
は
現
在
の
も
の
に
架
け

替
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
12
年
頃
か
ら
戦
争
が
激
し
さ
を

増
す
と
、
軍
需
工
場
が
次
々
と
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
戦
争
末
期
に
は
配
給
量
が

減
り
、
市
民
は
耐
乏
生
活
を
強
い
ら
れ

ま
し
た
。
常
磐
公
園
や
神
楽
岡
公
園
な

ど
で
食
糧
と
な
る
も
の
を
耕
作
し
、
野

草
や
で
ん
ぷ
ん
粕
ま
で
食
べ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

師団通のすずらん灯（昭和10年代）

明
治
18
年

（
１
８
８
５
年
）

明
治
23
年

（
１
８
９
０
年
）

明
治
24
年

（
１
８
９
１
年
）

明
治
33
年

（
１
９
０
０
年
）

明
治
35
年

（
１
９
０
２
年
）

大
正
3
年

（
１
９
１
４
年
）

大
正
11
年

（
１
９
２
２
年
）

昭
和
4
年

（
１
９
２
９
年
）

昭
和
5
年

（
１
９
３
０
年
）

昭
和
7
年

（
１
９
３
２
年
）

昭
和
9
年

（
１
９
３
４
年
）

昭
和
11
年

（
１
９
３
６
年
）

昭
和
15
年

（
１
９
４
０
年
）

昭
和
20
年

（
１
９
４
５
年
）

岩
村
通
俊
ら
が
近
文
山
よ

り
国
見

上
川
郡
に
旭
川
・
神
居
・

永
山
の
３
村
を
置
く

永
山
村
に
屯
田
兵
入
地

旭
川
村
を
旭
川
町
と
改
称

国
内
最
低
気
温
、
氷
点
下

41
・
０
℃
を
記
録

旭
川
区
と
な
る

市
制
施
行

第
１
回
慰
霊
音
楽
大
行
進

（
現
北
海
道
音
楽
大
行
進
）

を
開
催

市
立
診
療
所
（
現
市
立
旭

川
病
院
） 

を
開
設

石
北
線
全
線
開
通

現
旭
橋
完
成

旭
川
ガ
ス
株
式
会
社
が
市

内
に
ガ
ス
供
給
開
始

ロ
ー
タ
リ
ー
完
成

国
策
パ
ル
プ
工
業
株
式
会

社
（
現
日
本
製
紙
）
が
旭

川
工
場
操
業
開
始

師
団
通
を
平
和
通
と
改
称

旭
川
の
あ
ゆ
み

みなみ　　やすかず

南　裕一さん

音楽のまちの「大行進」　伝統を継ぐ

北海道音楽大行進
実行委員長

　音楽大行進は、先人た
ちの熱い思いでこれまで
開催を重ね、音楽のまち
の市民行事として定着し
ました。全国最大規模の
音楽パレードで、数千人
が10数万人の観客を前に
演奏する、年に１度の晴
れ舞台。子供の数が減っても盛り上がりは変わりませ
ん。コロナ禍で２年連続中止となりましたが、今年の
第90回は、ぜひ実現させたいです。

第１回慰霊音楽大行進

む
ら
み
ち
と
し

い
わ

な
だ

し
ほ
う

た
い
ふ

旭川のあゆみ旭川のあゆみ
市制施行100年市制施行100年特集

本市は、大正11年８月１日に市制が施行され、今年で100年を迎えます。
年表と写真でまちの歴史を振り返ります。

み

う
ら
　あ
や
こ

か
す

し
ょ
う
こ
ん
し
ゃ
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戦
後
復
興
か
ら
高
度
成
長
へ

　
戦
争
が
終
わ
り
、
日
本
が
連
合
国
軍

の
占
領
下
に
置
か
れ
る
と
、
旭
川
に
も

G
H
Q
が
約
5
千
人
進
駐
し
ま
し
た
。

第
七
師
団
は
解
体
さ
れ
、
師
団
通
は
平

和
へ
の
願
い
を
込
め
て
「
平
和
通
」
に
。

資
産
を
失
っ
た
引
き
揚
げ
者
ら
に
よ
る

露
店
が
開
設
さ
れ
、
食
糧
難
と
イ
ン
フ

レ
が
続
く
市
民
生
活
を
支
え
ま
し
た
。

　
社
会
が
安
定
す
る
に
つ
れ
、
国
策
パ

ル
プ
旭
川
工
場
の
再
開
、
各
醸
造
元
の

再
始
動
、
急
行
列
車
の
運
行
復
活
な
ど
、

経
済
活
動
が
回
復
。
昭
和
25
年
に
開
か

れ
た
北
海
道
開
発
大
博
覧
会
は
、
市
内

に
明
る
さ
と
活
気
を
も
た
ら
し
、
戦
後

復
興
の
契
機
の
1
つ
と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
30
年
代
に
入
る
と
、
民
間
の
積

極
的
な
設
備
投
資
に
加
え
て
、
東
京
五

輪
や
大
阪
万
博
の
特
需
を
背
景
に
高
度

経
済
成
長
期
を
迎
え
ま
す
。
市
内
に
お

い
て
も
、
様
々
な
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
が

整
備
さ
れ
、
昭
和
41
年
に
旭
川
空
港
が

開
港
、
翌
年
に
は
旭
山
動
物
園
が
開
園

し
ま
し
た
。

　
日
本
に
マ
イ
カ
ー
ブ
ー
ム
が
訪
れ
車

が
急
増
す
る
と
、
平
和
通
に
も
車
が
あ

ふ
れ
、
交
通
事
故
が
多
発
し
ま
し
た
。

事
故
の
不
安
を
な
く
し
、
子
供
が
遊
び
、

大
人
が
買
い
物
を
楽
し
む
な
ど
、
自
由

に
憩
え
る
場
所
に
し
た
い
。
そ
ん
な
思

い
が
関
係
省
庁
を
動
か
し
、
昭
和
47
年

に
平
和
通
買
物
公
園
が
オ
ー
プ
ン
。
全

国
初
の
恒
久
的
歩
行
者
天
国
と
し
て
脚

光
を
浴
び
ま
し
た
。

　
戦
前
か
ら
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
場
と

し
て
親
し
ま
れ
た
近
文
公
園
は
、
施
設

の
老
朽
化
に
加
え
、
市
民
の
体
育
・
余

暇
活
動
の
需
要
増
と
多
様
化
を
受
け
、

施
設
充
実
へ
の
要
望
が
強
く
な
り
ま
し

た
。
昭
和
50
年
代
、
隣
接
す
る
競
馬
場

跡
地
を
買
収
し
、
陸
上
競
技
場
や
総
合

体
育
館
（
現
リ
ア
ル
タ
ー
夢
り
ん
ご
体

育
館
）
等
が
整
備
さ
れ
、
市
営
球
場
は

旭
川
で
育
っ
た
名
投
手
・
ス
タ
ル
ヒ
ン

の
名
を
冠
し
て
改
築
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
３
年
に
花
咲
ス
ポ
ー
ツ
公
園
と
改
称

し
、
今
も
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

た な か 　ふ う き

田中楓基さん

スタルヒン球場は「夢の場所」

旭川実業高校から
千葉ロッテマリーンズへ

　小学生の頃から、勝つ
と周りの人が喜んでくれ
ることが原動力でした。
スタルヒン球場は昔から
夢の場所で、応援されて
投げる姿を思い描いてい
ました。今では高校３年
間の思い出が詰まった、大切な場所です。皆さんの期
待に必ず応え、野球界を盛り上げたいです。野球界の
大先輩である田中将大投手と同姓ですが、「田中とい
えば楓基」といわれる投手を目指します。

多くの観客でにぎわうスタルヒン球場

旭川の上質なパウダースノーを満喫

混乱期の市民生活を支えた露店 オープン当時の買物公園

　
平
成
か
ら
令
和
、
新
た
な
時
代
へ

　
昭
和
の
終
わ
り
頃
に
は
、
買
物
公
園

に
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
が
進
出
す
る
な

ど
、
海
外
や
一
部
の
大
都
市
の
み
に
あ

っ
た
新
た
な
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
が
旭
川

に
も
取
り
入
れ
ら
れ
、
生
活
様
式
も
変

わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
平
成
に
入
り
バ

ブ
ル
経
済
が
崩
壊
す
る
と
、
市
内
の
商

工
業
も
大
き
な
変
化
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。

　
官
民
一
体
の
象
徴
と
し
て
発
展
し
て

き
た
家
具
産
業
で
は
、
婚
礼
家
具
の
需

要
が
落
ち
込
み
、
た
ん
す
等
の
箱
物
家

具
の
売
上
が
減
少
。
需
要
の
変
化
に
対

応
す
る
た
め
、
デ
ザ
イ
ン
力
を
磨
き
、

椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
な
ど
の
脚
物
家
具
の

生
産
に
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
酒
造
業
で
は
、
ビ
ー
ル
や
洋
酒
の
消

費
量
が
増
え
、
日
本
酒
の
人
気
が
低
迷
。

各
社
は
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
新

商
品
の
開
発
や
、
海
外
展
開
を
加
速
さ

せ
る
な
ど
、
飽
く
な
き
挑
戦
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

　
平
成
の
半
ば
に
入
っ
て
も
国
内
消
費

は
低
迷
が
続
き
ま
す
。
国
は
打
開
策
と

し
て
「
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
で
外
国
人
観
光
客
の
誘
致

を
始
め
ま
す
が
、
当
初
、
外
国
人
観
光

客
は
大
都
市
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。

観
光
大
国
の
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
パ
リ
や

ニ
ー
ス
な
ど
名
が
知
ら
れ
た
観
光
地
に

人
気
が
集
中
す
る
よ
う
に
、
旭
川
に
呼

び
込
む
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
旭
川
空

港
へ
の
国
際
線
の
誘
致
や
、
周
辺
市
町

村
と
広
域
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
継

続
。
旭
川
に
も
徐
々
に
外
国
人
が
訪
れ
、

旭
山
動
物
園
や
上
質
な
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ

ー
を
楽
し
め
る
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

が
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　
平
成
の
終
わ
り
頃
に
は
、
S
N
S
の

普
及
に
よ
っ
て
地
方
都
市
の
情
報
が
世

界
に
届
く
よ
う
に
な
り
、
外
国
人
観
光

客
は
見
る
見
る
増
加
。
平
成
25
年
に
は

お
よ
そ
5
万
泊
だ
っ
た
外
国
人
の
宿
泊

延
べ
数
は
、
令
和
元
年
に
は
25
万
泊
を

超
え
、
市
内
は
多
く
の
外
国
人
観
光
客

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
ま
ち
・
旭
川
」
へ

　
先
人
た
ち
は
、
災
害
や
戦
争
、
社
会

の
変
化
な
ど
多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、

現
在
の
旭
川
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
私
た
ち
の
生
活
は
一
変
し
ま

し
た
が
、
市
民
・
行
政
が
手
を
携
え
、

次
の
1
0
0
年
に
続
く
「
ワ
ク
ワ
ク
す

る
ま
ち
・
旭
川
」
を
つ
く
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

【
詳
細
】
政
策
調
整
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
25
・
５
３
５
８

平
成
元
年

（
１
９
８
９
年
）

平
成
２
年

（
１
９
９
０
年
）

平
成
７
年

（
１
９
９
５
年
）

平
成
12
年

（
２
０
０
０
年
）

平
成
15
年

（
２
０
０
３
年
）

平
成
16
年

（
２
０
０
４
年
）

平
成
18
年

（
２
０
０
６
年
）

平
成
23
年

（
２
０
１
１
年
）

平
成
26
年

（
２
０
１
４
年
）

平
成
27
年

（
２
０
１
５
年
）

平
成
30
年

（
２
０
１
８
年
）

令
和
元
年

（
２
０
１
９
年
）

韓
国
水
原
市
と
姉
妹
都
市

提
携

国
際
家
具
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ

ア
旭
川
を
開
催

中
国
哈
爾
濱
市
と
友
好
都

市
提
携

中
核
市
へ
移
行

平
和
通
買
物
公
園
が
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

旭
山
動
物
園
の
７
月
と
８

月
の
月
間
入
園
者
数
が
日

本
一

旭
川
〜
韓
国
ソ
ウ
ル
、
旭

川
空
港
初
の
国
際
定
期
便

就
航

旭
川
駅
新
駅
舎
（
４
代
目
）

が
全
面
開
業

駅
周
辺
開
発
事
業
「
北
彩

都
あ
さ
ひ
か
わ
」
が
完
成

鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市
と

姉
妹
都
市
提
携

旭
川
空
港
国
際
線
タ
ー
ミ

ナ
ル
が
オ
ー
プ
ン

ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
分

野
に
加
盟
認
定

昭
和
25
年

（
１
９
５
０
年
）

昭
和
30
年

（
１
９
５
５
年
）

昭
和
36
年

（
１
９
６
１
年
）

昭
和
37
年

（
１
９
６
２
年
）

昭
和
38
年

（
１
９
６
３
年
）

昭
和
41
年

（
１
９
６
６
年
）

昭
和
42
年

（
１
９
６
７
年
）

昭
和
43
年

（
１
９
６
８
年
）

昭
和
46
年

（
１
９
７
１
年
）

昭
和
47
年

（
１
９
７
２
年
）

昭
和
56
年

（
１
９
８
１
年
）

昭
和
59
年

（
１
９
８
４
年
）

北
海
道
開
発
大
博
覧
会
を

開
催

神
居
村
・
江
丹
別
村
合
併

永
山
町
合
併

陸
上
自
衛
隊
第
２
師
団
編

成
完
結

ア
メ
リ
カ
ブ
ル
ー
ミ
ン
ト

ン
市
と
姉
妹
都
市
提
携

（
ノ
ー
マ
ル
市
と
は
昭
和

62
年
に
提
携
）

東
旭
川
町
合
併

旭
川
空
港
開
港

旭
山
動
物
園
開
園

ソ
連
（
現
ロ
シ
ア
）
ユ
ジ

ノ
・
サ
ハ
リ
ン
ス
ク
市
と

友
好
都
市
提
携

神
楽
町
合
併

東
鷹
栖
町
合
併

平
和
通
買
物
公
園
が
オ
ー

プ
ン

第
１
回
旭
川
国
際
バ
ー
サ

ー
ス
キ
ー
大
会
（
現
バ
ー

サ
ー
ロ
ペ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ

ン
）
を
開
催

ス
タ
ル
ヒ
ン
球
場
が
オ
ー

プ
ン

カ　　　ウ テ イ

何　雨庭さん

情報発信と商品開発で観光回復へ

台湾から移住
大雪カムイミンタラDMO

　大自然や雪、都市と農
村のバランスに引かれ、
ＤＭＯに就職しました。
コロナの影響でこの２年
は多くの企画が中止され、
観光には厳しい状況が続
いていますが、ツアー内
容の考案や情報発信を続
けています。大雪エリアでできる日本文
化の体験や冬のアクティビティーなどを、
多くの人に楽しんでもらいたいです。

ス
ウ
ォ
ン

ハ
ル
ビ
ン

と

き
た
さ
い
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